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〈タイトル文字〉　書 家　吉 川　壽 一

〈表紙写真〉　撮影：武生支部　岩　坂　昭　宏
福井新聞の記事を拝見し、勝山市北谷町谷の伊良神社へ出かけてまいりました。この風鈴を飾り付けられたのは、地元出身者を中心とする皆さ
んであり、出身地を盛り上げるべく、５００個にも及ぶ風鈴を用意されたそうです。訪れた際には、たまたま中心メンバーがおられ、今や数軒し
かない集落のかつての繁栄や、この地を離れてからの思いなどお聞きすることができました。こういった集落を訪れると、我 と々しては空き家問
題や所有者不明土地問題を思い浮かべ、切ない気持ちになるものですが、県外在住の方々があえて出身地に戻り、こうした取り組みをされてお
られる姿を拝見し、何だか救われた気持ちになりました。
皆、事情があって福井を出ることになっても、生まれ育った地元のことは忘れられないものなのですね。不動産の所有・管理における土地家屋
調査士の有用性を考えさせられる撮影となりました。お話し頂いた皆様には、この場をお借りして御礼申し上げます。
せっかくの風鈴ですので、地元情報誌モデルの知り合いにモデルをお願いしました。浴衣姿と相まって涼やかな画になったと思います。
神社ということもあり、実に気持ちの良い場所でした。今年は既に終了していますが、来年はぜひお出かけください。

◆　目　　　次　◆

◆“負”動産を“富”動産に変えうる存在として　��������　会　長　岩坂　昭宏�　３
◆御挨拶　���������������������　福井地方法務局長　伊藤いつき�　４
◆祝・令和５年財務省省令改正！  �  福井県土地家屋調査士会　顧問弁護士　寳金　敏明�　５
◆役員挨拶
　　ご　挨　拶　�����������������������　副会長　寺前　鉄也�　７
　　ご　挨　拶　�����������������������　副会長　宗沢　栄一�　７
　　ご　挨　拶　�����������������������　副会長　番匠　　功�　８
　　日調連常任理事再任のご挨拶　　　
　　　　　　　　���日本土地家屋調査士会連合会　常任理事（研修部長）　山﨑　勇二�　９
　　総務部　～総務部長就任あいさつ～　�����������　総務部長　山本　英雄�　10
　　財務部　������������������������　財務部長　吉村　治久�　11
　　業務部　������������������������　業務部長　服部　圭司�　12
　　研修部　������������������������　研修部長　阿部　正貴�　12
　　広報部　������������������������　広報部長　酒井　邦夫�　13
　　社会事業部　��������������������　社会事業部長　加藤　直樹�　13
　　研究所　～ごあいさつ～�����������������　研究所長　片岡　弘章�　15
◆令和５年度　被表彰者名列　����������������������������　16
◆雀の親子　������������������������　小浜支部　松田源次郎�　17
◆新入会員の声
　　入会のご挨拶　���������������������　福井支部　宮田　和彦�　19
　　入会のご挨拶　���������������������　武生支部　齊藤　裕史�　20
　　すべてが初めての３か月　����������������　福井支部　角上拳一郎�　21
◆二対会ゴルフコンペ参加者募集のお知らせ　���������������������　22
◆総務部だより　����������������������������������　22
◆編集後記　������������������������　広報委員　細川　直樹�　24



福井県土地家屋調査士会令和５年９月20日 第179号 (3)

　本年度の総会にて、三たび会長に選任頂き

ました。会員の皆様におかれましては、改め

てご協力賜りますようお願い申し上げます。

　また、福井地方法務局様はじめ、関係官庁

の皆様、関係団体の皆様におかれましても、

これまでと変わらず協調・協働の精神でお付

き合い賜りたくお願い申し上げます。

　最初の就任以後、コロナ禍に翻弄されてま

いりましたが、世間の動きは概ね以前に戻っ

たようであり、県外出張やリアルに参集して

の会議なども普通に設定されるようになりま

した。これが本当の会長職の忙しさであった

かと今更ながらに驚くと共に、先代までの役

員のご苦労を身にしみて感じ、改めて先輩方

への感謝の念が増しているところであります。

　さて、コロナとは関係なく、世の中の動き

は急速に進んでおります。我々が身を置く分

野においても、様々な法改正が行われている

ところでありますが、私個人の業務において

もその影響を如実に感じております。私が事

務所を構えているところは越前市の中でも旧

今立地区であり、農地や山林が多く占めると

ころです。来年に迫った相続登記の義務化に

より、相続登記未了のお客様が駆け込んで来

られることも多くなりましたが、皆様が口を

揃えて仰るのは、「財産が不要なので処分し

たい」という言葉です。特に県外に就職し永

住されている方において顕著であり、農地や

山林の管理が困難であることが大きな理由の

ようですが、村落地や市街地においても、境

界が曖昧であったり、先代以前に土地の一部

を交換しながら手続きが未了であることが発

覚したり、あるいは家に通じる里道が狭く雪

が降ると通勤が困難である等、様々な問題を

お聞きしています。

　このように、今や不動産が“負”動産など

と呼ばれるようになりました。このように書

き連ねれば、マイナス面ばかりで人口流出も

就任ご挨拶
“負”動産を“富”動産に変えうる存在として

会 長　岩　坂　昭　宏

免れないように思えてきますが、果たして本

当にそうなのでしょうか。無論、本当に解決

し得ないこともあるでしょうが、我々土地家

屋調査士あるいは我々と官公庁等の協働によ

り解決できる案件も多数あると思います。不

動産が孕む問題が原因であるならば、その問

題を取り除く、あるいはプラスに転換できれ

ば負担はなくなるはずです。例えば山奥の古

民家が予約も取れないような高級レストラン

に生まれ変わった、という事例もあるように、

“負”動産が“富”動産に変身することがで

きるのなら、事情は大分変わるのではないで

しょうか。コロナ禍で急速に進んだリモート

ワークですが、職種によっては普遍的なスタ

イルとして定着しており、これにより地方へ

の移住やＵターンが増えているという話も聞

いています。福井県は幸福度日本一なのです

から、住み易さが増せば人口流出を軽減でき

るかもしれません。世の中の流れと法改正は

表裏一体のものであり、今こそ土地家屋調査

士こそが“負”動産を“富”動産に変えられ

る存在として、社会に対し大いに貢献できる

時であると考えます。

　それには、これまで同様関係官庁、関係団

体との連携が重要なのは当然ながら、我々自

身が一丸となり、かつ進化していかねばなり

ません。会員の皆様方におかれましては、今

以上に業務を誠実に遂行し、時流の波に乗り

遅れないよう研鑽に努めて頂きたいと思いま

す。

　今期就任いただいた各役員・委員の皆さん

の士気は高く、就任直後からそれぞれの役目

を全うすべく精力的に活動していただいてお

ります。皆の力を借り、福井会を牽引してま

いる所存ですので、会員の皆様、関係各位に

おかれましては今後ともご協力並びにご指

導・ご鞭撻賜りますようお願い申し上げ、ご

挨拶とさせて頂きます。
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　福井県土地家屋調査士会及び会員の皆様に

は、日頃から、不動産の表示に関する登記事

務を始めとする当局の所掌事務の適正・円滑

な業務運営に、格別の御理解と御協力をいた

だき、心から感謝申し上げます。

　さて、現在、我が国において、民間の土地

取引や公共の用地取得、災害時の対応など

様々な場面で問題となっている「所有者不明

土地問題」は、法務省及び法務局の重要かつ

喫緊の課題であり、国民の関心も非常に高い

ものとなっています。

　当局においても、所有者不明土地の解消に

向けた様々な取組を継続的に進めており、そ

の中でも、令和元年から実施している「表題

部所有者不明土地の解消作業」では、土地家

屋調査士の皆様を所有者等探索委員として任

命させていただき、着々と具体的成果を上げ

つつあります。この作業の円滑な処理には、

土地家屋調査士の皆様の知識と経験が必要不

可欠となりますので、引き続き、御支援・御

協力をお願いいたします。

　そして、「所有者不明土地問題」の抜本的

な解決を図ることを目的として、令和５年４

月２７日から新たな制度として「相続土地国

庫帰属制度」が開始されました。

御　挨　拶

福井地方法務局長　伊　藤　いつき

　また、令和６年４月１日からは国民の皆様

に重大な影響を及ぼす「相続登記の申請義務

化」が始まりますが、皆様には、この新たな

制度の周知・広報活動に多大なる御協力をい

ただいているところであります。昨今の社会

経済情勢の大きな変化により、次々と新規施

策が導入される中、法務局が不動産の表示に

関する登記の分野における諸施策を着実に進

め、国民の皆様から寄せられる期待に応えて

いくためには、今後も土地家屋調査士の皆様

との連携・協力が必要不可欠と考えておりま

す。

　土地家屋調査士法第１条では、土地家屋調

査士の皆様の使命について、「筆界を明らか

にする業務の専門家として、不動産に関する

権利の明確化に寄与し、もって国民生活の安

定と向上に資すること」とされています。

　土地家屋調査士の皆様には、その使命を胸

に、これまで培ってこられた専門的知識をい

かし、「筆界を明らかにする業務の専門家」

として、一人一人の国民に寄り添い、引き続

き御活躍されることを期待するとともに、福

井県土地家屋調査士会のますますの御発展と

会員の皆様の御健康、御活躍を祈念いたしま

して、私からの挨拶とさせていただきます。
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ことができる。」と規定していますが、その

解釈も「所有権界についての協議」というも

のでした（東京地判昭和56年３月30 日行集

32巻３号４57頁がその解釈根拠だと言うので

すが�）。

　ところが、令和５年財務省改正省令は、同

じ「境界確定」を定義して「不動産登記法（平

成16年法律第123号）第123条第１号に規定す

る筆界を確認するとともに、旧法定外公共物

とその隣接土地との所有権の範囲（以下「所

有権界」という。）を確定することをいう。」

と改め、「筆界を確認する」ことを境界確定

業務に欠かせない要件としたのです。 

　同改正省令は「具体的には、財務局長等と

隣接土地所有者が協議を行い、合意された筆

界及び所有権界（以下「境界」という。）を

書面に表し、互いに署名又は記名押印するこ

とにより行う。」と注釈しています。

　令和５年財務省改正省令は、直接的には

「財務局長等において直接管理することとな

る旧法定外公共物の境界確定事務等」に関す

る改正通達に過ぎません。つまりは、里道や

水路等のうち、すでにその機能を失っている

ことから、市町村が一括譲与の対象から外し

た、いわば里道や水路の体をなさないオンボ

ロの旧法定外公共物、つまりはカスみたいな

国有普通財産、それが「財務局長等において

直接管理することとなる旧法定外公共物」な

んです。

　そんなちっぽけなものについての、しかも、

たかが財務省の省令改正。そんなことで我々

土地家屋調査士が大騒ぎするのは、恥ずかし

い。そうお思いの方も少なくないと推察いた

します。

　しかし、通達の改正前と改正後では、土地

　財務省省令改正？何それ？調査士と関係あ

るの？そう思われる方も少なくないと思われ

ます。

　�実は、令和元（2019）年６月公布、翌年

８月１日施行の調査士法１条改正の効果が、

ここにもクリアに顕れているのです。

　ご存じの使命規定、すなわち「土地の筆界

を明らかにする業務の専門家として、不動産

に関する権利の明確化に寄与」するとの規定

ができたとき、相当数の調査士は「絵に描い

た餅をもらっても、嬉しくない」とおっしゃ

っていました。その折、私は全公連だよりホ

ウキンの道草に「調査士法改正何がめでた

い！」という駄文を書いて、実は大変めでた

いことなのだ、と反論していました。使命規

定の効果はあちこちの実務にジワジワとしみ

込んでいく。

　財務省理財局が、その所管する省令「旧法

定外公共物に関する境界確定事務等取扱要領」

（平成16年11月１日財理第3936号）を令和５

年６月23日財理第1830号によって改定しまし

た。長ったらしいので、ここでは「令和５年

財務省改正省令」あるいは「令和５年財務省

省令改正と呼びます（「取得時効」か「時効

取得」かみたいなもんです）。

　同省令のうち⑵の改正前規定は、「境界確

定」を定義して、「旧法定外公共物と隣接土

地との間において、互いの所有権が及ぶ範

囲（境界）を確定することをいう。」と定め

ていました。所有権界のみが協議の対象とい

う意味ですね。同じく財務省所管財産に係る

国有財産法31条の３は「その所管に属する国

有財産の境界が明らかでないためその管理に

支障がある場合には、隣接地の所有者に対し、

（中略）境界を確定するための協議を求める

顧問弁護士　寳　金　敏　明

　祝・令和５年財務省省令改正！
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　官民（公民）境界確定協議は、相隣地所有

者が「筆界についての認識の一致を確認し、

その確認された位置が所有権界でもあるとし

て合意する」というものでなければならない。

　そのことは、当職が遅くとも平成21(2009)

年（境界の理論と実務初版発刊時）から言い

続けていることです。今回の財務省省令改正

は、それに気づいたからではなく、おそらく

官民（公民）境界確定協議の申請の大多数が

地積更正・分筆等の筆界関係登記申請の準備

として行われているところ、登記所では令和

４年筆界確認情報取扱指針が発出されて実務

が大きく変わった。それとの連携を図る趣旨

から今回の財務省省令改正が行われたのでは

ないでしょうか。（その一端が改正省令それ

自体から読み取れます。）

　加えて、これも推測の域を出ませんが、旧

来の実務が、筆界を等閑視した結果「悪しき

（不適切な）現況主義」に陥ち入りがちであ

ったことの反省を踏まえての今回の省令改正

であるとすれば、それこそ大英断ということ

になります。悪しき（不適切な）現況主義の

弊害で、全国のあちこちに大蛇が大蛙・小蛙

を呑み込んでのたうち回っているような不整

形な道路を見かけます。その実務を是正する

ためには、財務省所管の旧公共用財産に係る

官民協議にとどまらず、国有財産法31条の３

以下に基づく境界確定協議はもちろんのこと、

これを範としている地方公共団体の例規・要

綱等に基づく境界確定協議は、すべて「筆界

についての認識の一致を確認しつつ、同じ位

置をもって所有権界と合意する」ものでなけ

ればならないと言えます。

　思えば、法務省令和４年筆界確認情報取扱

指針、財務省令和５年改正省令のいずれもが、

土地家屋調査士の専門性を存分に活用した仕

組みになっています。皆さんには、その要望

に適切に応えつつ、官民（公民）境界確定協

議がことごとく「所有権界兼筆界」について

の協議となるよう、官公署への一層の働きか

けが要求されていると言えましょう。

家屋調査士が関与すべき業務か否かが、大き

く異なりますよね。旧来の、単なる所有権界

の確定を求める行為ならば、その業務代行・

代理を調査士が行うことには疑問が残ります。

　現に、法務省は、令和３年法律第25号いわ

ゆる相続土地国庫帰属法２条３項５号に規定

する「境界が明らかでない土地その他の所有

権の存否、帰属又は範囲について争いがある

土地」の「境界」とは、公的境界である「筆界」

ではなく、「所有権界」を意味し、本図面で

表示される土地の範囲も「所有権界」による

範囲を意味する、と説明しており（令和５年

２月８日法務省民二第７０号法務省民事局長

通達別添「相続土地国庫帰属制度事務処理要

領」第１の４）、それを前提に承認申請書類

の作成を業務として代行することができる資

格者は、弁護士、司法書士、行政書士に限ら

れるとして、土地家屋調査士は排除されてい

ます（同要領第３の１）。最終的には、登記

嘱託まで予定されているのに、何故、調査士

の出番がない？という思いはあります（興味

のある方は、全公連だより最新号ホウキンの

道草ご参照）。

　それゆえ、令和５年財務省省令改正が、官

民境界協議の対象は「所有権界兼筆界」と明

記するに至ったのは、その代行業務が土地家

屋調査士の権限に属することを明確にしたと

いう点で、誠に有意義・ご同慶の至りという

ことになるのです。

　しかも、冒頭述べたとおり、本改正はちっ

ぽけな国有財産についての通達改正に過ぎな

いのですが、良く良く考えてみますと、財務

省所管の国有財産に係る境界確定協議の一分

野、つまり国有財産法31条の３以下がかぶっ

て来る領域についての通達（解釈）変更なの

です。

　今回の通達改正は、今後、本体であるとこ

ろの国有財産法31条の３以下の官民境界協議

全体の解釈変更の引き金となり、ひいては、

これを見習っている全国の地方自治体の公民

境界確定協議の解釈の変更の引き金となるこ

とは必定だろうと推測します。
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　このたび、副会長を拝命いたしました福井

支部の寺前鉄也です。私は以前も本職を務め

ておりましたが、会長からのお誘いもあり、

立候補させていただきました。２年間、どう

ぞよろしくお願いいたします。

　副会長として、具体的には、会員の皆様の

意見を汲み上げ、また、会長の思いの実現に

向けて補佐することを目指していきたいと思

います。特に、今回は思いがけず総務部と財

務部の担当をさせていただくことになりまし

たので、事務局の運営にも気を配りつつ、円

滑な会務を目指したいと思います。

　さて、現在は就任から３か月を経過したと

ころですが、前年度からの申し送り事項だけ

でも多くあり、担当部と共に検討を始めてい

ます。一人では思い付かないような事案処理

についても、部内の方々のおかげで様々な意

見をいただきながら進めていくことができて

います。

　本年度から、２期目の副会長として、主に

研修部・広報部を担当することになりました

福井支部の宗沢です。引続き、よろしくお願

いいたします。

前期から副会長としての職務や自身の適正に

ついて、自問自答しながら、未だに悩ましい

日々を過ごしております。

　今更言うまでもないことですが、本会や政

　今期の検討事項の一つとして、今年度末で

の事務局長の定年退職に伴う事務局体制の構

築があります。同時に事務局経費の削減も視

野に入れ、８月18日に京都会事務局を講師に

迎えて、石川、富山の北陸３県の事務局関係

者が福井に集い、研修会を行いました。

　その中で、京都会ではホームページを軸に

システムを構築し、運用を始めた令和２年か

らは事務処理の省力化を実現できたことの紹

介がありました。そのシステムは名簿管理、

会員通知、会務スケジュール管理、文書管理、

電子会議室等が一体となっており、人件費削

減に寄与していることも理解できるものでし

た。また、システムによらない事務処理も効

率化とマニュアル化を図り、職員退職時の引

継ぎが容易になるように準備しているとのこ

とで、大変学びの多い充実した研修会となり

ました。これらを参考に、福井会に見合った

体制づくりを皆で考えていきたいと思います。

治連盟の役員さんや委員さんは、ある意味で

はボランティアです。貴重な時間を割いて活

動していだだくわけですから、会にとっても

委員さんにとっても効率的で有意義な時間を

つくれるようコーディネートするのが副会長

としての一つの役割では無いかと模索中です。

　また、会員さんは同業者の集まりなので、

土地家屋調査士業の魅力や将来像、問題点を

副会長　寺　前　鉄　也

副会長　宗　沢　栄　一

　ご　挨　拶

　ご　挨　拶



福井県土地家屋調査士会 令和５年９月20日第179号(8)

ールが不味くなるので、勘弁プリーズです。

とてもボランティアにさせることではないで

す。少し気を抜けば、明日はわが身ですから、

自分も気をつけます。どうせ、会務をするな

ら、ポジティブな活動をしたいものです。

～ Mastery for Service ～

　原稿を書きながら、私が卒業した大学の

「スクールモットー」を思い出しました。日

本語に訳すと、「奉仕のための練達」　つま

り、「人々に奉仕できる、社会に役立つ知識

と人間性を、自らの主体性を持って磨き上げ

よ！」ということだそうです。バブル期の浮

かれた学生時代には、あまり響かなかったこ

の標語ですが、今になって実感することは、

土地家屋調査士としての職責も、調査士会の

役員としてのやりがいも、初めて出会った人

達に対する振る舞い方も、ズバリこれ、これ

なのです。高い学費を親に負担してもらった

甲斐がやっとありました。

　最後になりますが、皆様、お体にお気をつ

けて、笑顔で元気に頑張りましょう。

共有できる仲間であり、部会や懇親会・研修

会は、幅広い意見交換・情報交換・友好の絶

好の機会だと思います。少しでもその様な機

会をつくりたいですね。

　最近、この職業について少し物足りないと

思うのは、お仕事を通して社会や依頼人に貢

献し、感謝されることもあるのに、そこから

さらに人を感動させるとか、人を笑顔にする

とか、また、人に元気をあげたり、もらった

りすることが少ないということです。それで

も、会務の中だったら、自分にも少しそうい

うことが出来そうな気がしています。

　【「帰りにうまいビール飲んで帰ってね」・・

大好きな矢沢永吉さんが、ライブの最後でい

つも言う台詞です。研修会の後、会務の後、

会員の皆さんが、今日は有意義な時間だった

と思えるような設えをして、同じ台詞を言え

るといいなと思っています。】

　２年前のおたよりにこんなこと書いていま

したが、この気持ちは今も変っていません。

　ところで、会務の中でも懲戒や紛議案件は、

自分にとっては、テンション爆下がりで、ビ

産管理人制度・・は、両腕を開いた「横のラ

イン」をイメージした分かりやすい演説でし

た。

　『「縦のライン」が疎かになっては調査士

制度そのものが揺らいでしまう。「横のライ

ン」は時代の変化と要請への対応で、これら

社会問題解決に寄与することが調査士業務

の幅を広げることにもなる。将来の調査士の

地位や報酬の安定に繋がる。然るにどちらも

疎かに出来ない。』との主張でした。拝聴し

ながらも、我が身を振り返り「縦のライン」

　この度副会長を拝命しました福井支部の番

匠と申します。業務部・社会事業部担当とな

りました。浅学非才で未熟な身ではございま

すが、精一杯努力して参りますので、ご指導、

ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げ

ます。

　先般の連合会会長・副会長選挙演説を拝聴

する機会を頂き、ある候補者の表現が印象に

残りました。３条業務が人間の身体でいう背

骨「縦のライン」、それに対し所有者不明土

地問題、空家問題、相続土地国庫帰属法、財

副会長　番　匠　　　功

　ご　挨　拶
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は積極的に関わって頂き、出来る限り快くお

引受けくださいますようお願いします。私も

打診を断った経験があるので反省しています

(*_*;

　さて、今年度の社会事業部の事業計画には

掲げられていませんが、もう一つ役割があり

ます。それは公共嘱託登記に関する事項です。

以前は調公連絡協議会の実施は社会事業部が

担っていました。

　昨今、世の中の評価が厳しさを増している

こともあり、一般業務でも苦労が絶えません。

そのうえ、筆界特定調査員や所有者等探索委

員として活躍の場が増えたこと、当会主催の

無料相談会のみならず関係団体が催す相談会

への対応等、取り巻く環境が大きく変化して

おり、益々多忙を極める状況になりつつあり

ます。そのような中においても、公共嘱託登

記に関わる会員が増加に転じるよう願ってや

みません。今年度の事業計画には掲げられて

いなくとも、必要なことには取り組んで参り

たいと思います。

　至らぬ点が多々あるかと存じますが、どう

かよろしくお願い申し上げます。

は業務部、「横のライン」は社会事業部・・

(@_@;)、改めて責任の重大さを実感した次第

です。

　強制入会の調査士会に身を置くわけですの

で、一人一役担うのが平等で当然のことと思

います。何年も何役も同じ人が担うというの

は良くありません。私は健康面に不安もあり、

どこまで頑張れるか見通せませんが、せっか

く重要任務を頂きましたので御奉公したいと

思います。

　業務部においては私の我儘を聞いて下さり

『業務部からのお知らせ』を時折ご案内させ

て頂くことになりました。会員通知や議事録

通知で問題ない所ですが、業務部の皆さんと

心を込めて情報発信したいと思いますので、

業務部の心意気として温かく見守ってくださ

い。

　社会事業部においても部員の皆さんと和気

藹々頑張って参ります。筆界特定調査員や所

有者等探索委員として業務に携わられた会員

はまだ少数に留まっており、法務局からは筆

界特定調査員を打診しても、なかなか受け手

が見つからず困っていると聞きました。名簿

の見直しも必要ですが、打診がありました際

日本土地家屋調査士会連合会　　　　　　　

常任理事（研修部長）　山　﨑　勇　二

　日調連常任理事再任のご挨拶

　昨年途中から会議開催も通常に戻り、その

都度、東京の日調連への出張での対応となっ

ており、福井会の行事と重複する際は日調連

での会務を優先させていただいております。

　土地家屋調査士の研修については、土地家

屋調査士法第２５条第１項に「資質の向上を

図るよう努めなければならない」と規定され

ていることは、会員の皆様もご承知のことと

　この度、６月20日・21日に行われた日調連

の定時総会にて、会長選挙の結果、日調連会

長に選任された岡田会長からの指名理事とし

て、常任理事を拝命し再任しました。

　今期で連合会役員４期目となります。

　７月４日・５日に開催された日調連理事会

にて配属先が決まり、前期に引き続き研修部

長に就くことになりました。
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法務省民事２課の了承をいただいており、運

営に関する詳細を詰めているところでありま

す。

　ＡＤＲ特別研修については、土地家屋調査

士が隣接法律専門職の仲間入りをする契機と

なったものであり、土地家屋調査士として業

務を行う上で、必要な知識を習得する場であ

ります。

　受講費用を払ってＡＤＲ認定調査士となっ

ても活躍の場が無いから受講しないとの声も

聞こえてきますが、土地家屋調査士の３条業

務として、「土地の筆界が現地において明ら

かでないことを原因とする民事に関する紛争

に係る民間紛争解決手続」を行うのに必要な

能力を有すると法務大臣が認定した者として

の証であります。

　福井会においても、認定を受けている土地

家屋調査士の比率は高くありません。我々の

独占業務である３条業務全てを扱える会員が

少ないことは、将来の制度維持に一抹の不安

があります。特にこれからの土地家屋調査士

業界を背負っていかなければならない、若手

会員の受講に関する意識を高めていく必要が

急務であります。

存じますが、研修体系を確立することにより、

より有意義かつ効率的に研修計画が策定され

会員の皆様が受講していただけるように、ご

提示できるよう重点課題として取り組んで参

ります。

　さて、日調連では今年度から義務研修であ

る第２期目の年次研修に向け準備を始めます。

現在、第１期の開催中であり、５年毎に専門

家責任・職業倫理・直近の法改正についての

研修を受講していただいているところではあ

りますが、検証を行いつつ、第２期目も円滑

かつ有意義な研修となるようにブラッシュア

ップしてまいります。

　同じく義務研修である中央実施の新人研修

についても、今年度よりｅラーニングをフル

に活用した開催方法に変更を行い、東京会

場・大阪会場の２回に分けて行います。

　土地家屋調査士試験に合格＝筆界の専門家

としての土地家屋調査士として実務が行える

ものではありませんので、今後も新人研修の

在り方について検討を重ねていく必要があり

ます。

　ＡＤＲ特別研修においても、第１９回より

基礎研修部分をｅラーニング化することを、

せていただいた事はありましたが、総務部と

いう部署は、初めてで、正直 戸惑っており

ます。

　総務部は、調査士会の中で多岐にわたる業

務を担当し、調査士会の円滑な運営を支える

役割を果たす部署である。と聞き及んでおり

ます。

　昨年度までは、福井支部長をしていました

山本英雄です。

　この度 総務部長として新たな使命を担う

事となりました。組織の発展と会員皆さま 

及び 事務局職員の働きやすさを追求できた

らと、心を込めて努力してまいります。

　今までは、研修部、社会事業部の部長をさ

総務部長　山　本　英　雄

　総務部長就任あいさつ
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ついて改めて考察したり、広報部が頭を悩ま

せて作ってくれた福井会のホームページに

ついて、有効活用の方法などの提案など、ま

た総会でご要望をいただいた正副会長の立候

補時の会員への通知方法などや、インボイス

制度の導入により領収書が新様式になる為、

その新様式の領収書の使用 及び 頒布につい

てなどなど総務部のやるべき仕事は山積みで

す。

　高野さんも井上宗一さんも張り切って問題

に対してアイデアを出してくれて、ありがた

い限りです。

　現在 理解しきれていない事も多々ありま

すが、高野副部長、井上宗一部員と力を合わ

せ、寺前副会長の力も借りて、頑張っていき

ますので、２年間よろしくお願い致します。

　このような無知な部長では心配と�今年度

からは、総務部にも１名ですが、心強い助っ

人として、昨年度の総務部副部長をしていた

井上宗一さんを部員として迎え入れれる事が

できるようになりました。

　また、博識な武生支部の高野智仙さんが副

部長に就任してくださり、サポートしてくれ

る事になりました。

　総務部に配属となり、前担当副会長と前部

長より業務の引継ぎを受けました。

　会則変更に伴う総会会議規則変更の検討や、

研究所発足に伴い「境界鑑定委員会規則」・

「公図研究委員会規則」・「境界鑑定業務取扱

要網」などの廃止 又、境界鑑定委員会 及び 

公図研究委員会規則の見直し。

　また、今年度で事務局長が定年退職を迎え

られるので、それに対応すべく事務局運営に

　今年度より、財務部長に就任することにな

りました福井支部の吉村治久です。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

　昨年度までは、業務部長として一期２年務

めさせていただきました。初めての理事、初

めての部長という中で、悪戦苦闘の日々を送

り貢献できたのかは疑問が残る２年間でした。

今回の役員改選にて、財務部長という大役を

拝命され、会計の「か」の字も知らない無頓

着な私ですが、岩坂会長のご指導の下、寺前

副会長、吉田副部長に助言をいただきながら、

役割を全うしていきたいと思います。

　財務の役割として、事業計画にあるとおり

「健全な財政の維持についての取り組み」と

なっております。会費の支出の適正な執行、

少子高齢化に伴う会員減少への対応など、課

題も山積みでございます。ひとつひとつの課

題に向き合い、適正な会務及び予算の執行に

努めていきたと思います。

　最後に、いずれの活動においても会員の皆

様のご理解とご協力、ご指導をお願い申し上

げ、就任のご挨拶とさせていただきます。

財務部長　吉　村　治　久

　財　務　部
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務局との意見交換会の実施、継続事業でもあ

ります法務局、各自治体からの資料の収集、

保管資料のデジタル化のための整理を予定

しております。

　これらの事業が会員の皆様の業務にお役

にたつものになるよう、微力をつくしてまい

る所存です。

　最後に、「業務部からのお知らせ」通信と

して業務部の活動を発信していきたいと考

えておりますのでご理解、ご協力をお願い申

し上げ、挨拶とさせていただきます。

他には上述のとおりオンライン申請の普及や

ライブオンシステムの普及といったところが

主なところでした。しかしながら、その当時

とは研修部に求められていることも大きく変

わっており以前の経験はいったんゼロベース

として考えた方が肝要であることが、加藤前

研修部長から引継ぎをいただいた際によくわ

かりました。

　そういったことはさておきまして、土地家

屋調査士で生活する以上、目まぐるしく変化

していく時代に適応し、一般国民や行政機関

から寄せられている信頼を損ねることなく、

むしろ増していかなければならないとするこ

とはいつの時代も変わらない、普遍的なこと

であると考えております。そのためにお役に

立てる研修の企画、運営に取り組んでまいり

　この度、業務部長を務めさせていただきま

すことになりました福井支部の服部圭司と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。

　昨年度までの２年間は吉村前部長のもとで

副部長を務めさせていただきました。業務部

が会員の皆様の日常業務に直結する非常に大

事な役割を担っていることを実感いたしまし

た。今年度以降も業務部委員の皆様と協力し、

会員の皆様の日常業務の手助けをしていきた

いと考えております。

　さて今年度の事業計画といたしまして、法

　この度研修部長を拝命いたしました敦賀支

部の阿部正貴です。平成２３年度および２４

年度以来の研修部長となります。振り返って

みますとその当時は、故戸田昌浩会長のもと

現会長の岩坂副会長、当時の研修部の皆様と

ともに、会員の皆様にてオンライン申請やオ

ンライン会議システムの利用を促進していた

だくために、研修のための準備や資料作成、

研修実施、また名古屋での中部ブロック協議

会オンライン申請促進会議への出席等におい

て日夜取り組んでいたことを思い出します。

もう１２年もの前のことかと思うと、ときの

経つのは本当に早いものと感じております。

　その当時の研修部に課せられていたことは、

会員の皆様のスキルアップに寄与するための

研修の企画、運営は当然のこととして、その

業務部長　服　部　圭　司

研修部長　阿　部　正　貴

　業　務　部

　研　修　部
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山本副部長、部員の皆様とともに楽しく取り

組んでいけたら、と考えております。

　会員の皆様には何かとお世話になりますが、

１期２年間どうぞよろしくお願いいたします。

ます。

就任早々、新人研修会、年次研修会や定例研

修会といった各種研修会について考えること

盛りだくさんではありますが、宗沢副会長や

「初めて土地家屋調査士という職業があるこ

とを知りました」とかも耳にします。いかに

知名度を上げ、魅力的な職業であることを広

めることが広報部の仕事かと思います。若い

女性からの知名度を上げれば受験生の減少も

無くなることでしょう。

　土地家屋調査士業は他士業と異なり、ほぼ

独占した業種であり、ＡＩが進んでも無くな

らない有望な職業だと思います。サラリーマ

ンから転職し、独立するのにはもってこいの

お仕事です。

　もっと魅力的な職業であることを受験者に

伝え、知名度を上げ、メジャーな資格になる

よう広報部員の方々と知恵を出し合って、よ

り良い広報活動ができればと思っております。

　精いっぱい務めさせていただきますので、

よろしくお願い致します。

　広報部長２期目の福井支部の酒井邦夫と申

します。

　先月“秋田美人100人に聞いてみました！

結婚したい士業ランキング”という YouTube

を観ました。内容は一級建築士・弁護士・税

理士・公認会計士・司法書士・社会保険労務

士・行政書士・弁理士・不動産鑑定士・土地

家屋調査士・宅地建物取引士の11枠が列挙さ

れており、若い女性が１票ずつ入れていくも

のです。結果はある程度は覚悟していました

が一級建築士31票、弁護士26票、税理士20票、

公認会計士13票・・・と続く中、土地家屋調

査士は０票でした。決して若い女性にモテた

いわけではありませんが（？）残念な結果です。

　食える士業ランキングなら、もう少し上に

くるはず、人気のなさ＝知名度の低さを改め

て実感しました。無料登記相談会に来られて

広報部長　酒　井　邦　夫

　広　報　部

活動といたしましては、大きく分けて制度対

策への対応、対外的団体等に対する無料登記

相談会への対応、境界問題相談センタ－ふく

いに関する運用があげられます。

この度社会事業部長を拝命いたしました福

井支部の加藤直樹です。宜しくお願い致しま

す。

福井会、社会事業部の今年度事業計画での

社会事業部長　加　藤　直　樹

　社会事業部
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の案件継続が解決に動いたとの報告も受けて

おります。私自身も就任するまで把握してい

なかったのですが、場合によっては調停を何

度も開催し、休みの日も開催したと聞いてお

ります。担当会員様お疲れ様です。

また、ＯＤＲ (Online Dispute Resolution

　オンラインで紛争解決 )も視野に向け検証

していきたいと考えております。この件につ

いては山口県、愛知県などが先行して取り組

んでいるようで、情報収集をおこなう予定で

あり、今期もＡＤＲセンタ－長を引き受けて

下さった、錦織会員を中心に活動していけた

らと思っております。

次に、筆界特定調査員、所有者等探索委員

についてです。担当になられている会員様い

つもありがとうございます。先日の法務局と

の打ち合わせ内では上記の案件があるときは

お願いしますとのお言葉も頂いております。

業務依頼のお声がかかった際は、宜しくお願

い致します。その他、対外的な無料相談会に

ついては、法務局をはじめ他の業種からも要

請が数年前に比べ増えてきております。社会

事業活動、調査士の周知広報も含め対応した

いと考えております。また非調査士による登

記申請の調査も今年も実施予定です。会員の

皆様で無料相談員、調査員に選ばれた際には

是非ともご協力のほど宜しくお願い致します。

最後になりますが、今回意気込みだけで偉

そうに原稿書かせていただきました。私自身

社会事業部は初めて経験する部であり、今ま

でふわふわとしか内容を把握しておらず日々

勉強です。私がいきなり部長で良いのかな、

投げ出したいなと正直戸惑ってもおりました。

が、担当副会長をはじめ有難いことに頼りに

なる部員で固めさせて頂きましたので、気負

わずに活動していきたいと思っております。

また上記に書かせていただきましたとおり会

員の皆様に対し色々お願いする事もあると思

います。２年間ご協力、ご指導のほど、どう

ぞ宜しくお願い致します。

そこで事業計画をどう進めるか考えていた

矢先に、中部六県分科会に参加いたしました。

中部六県での制度対策として、今期の活動は

「相続土地国庫帰属法」「相続登記義務化」

「財産管理人」などに土地家屋調査士がどう

かかわっていけるかを調査・研究を行い、ブ

ロックで情報の共有を課題案件とするとあげ

られました。正直な感想、これは大変だなあ

と参っております。色々制度ありますが、と

りあえずその中のひとつ、相続土地国庫帰属

制度について記載します。皆様ご存じだと思

いますが、国は所有者不明土地の発生を予防

する事に力をいれております。相続したが管

理できない土地を国庫に帰属させる制度であ

ります。一定の条件クリアや負担金を納付す

る事で行われます。ただ残念ですが調査士は

業務として申請書等の作成の代行ができませ

ん。法務省サイト内、又は連合会サイト内で

はどのように境界を示すべきか調査士はアド

バイスはできると記載されております。なん

とも歯がゆい感じもします。４月後半から始

まっているこの制度、法務局との意見交換の

際には７月時点　８件の申請が既になされて

いるそうです。その他の制度も含め中々に幅

広く悩ましい事案ですが、連合会の情報、指

針等を収集しつつ社会事業部で検討したいと

思います。

その他事業として、前年度からの引き継ぎ

として空き家等対策協議会への参入要請も継

続予定です。すでに就任しておられる空き家

等対策協議会委員の会員様、お疲れ様でござ

います。引き継ぎ時では福井県下９つの市町

村でまだ参入できておりませんでした。今年

度は９つのうち岩坂会長のご尽力もあり新た

に越前市への参入が内定しております。引き

続き、参入要請等もおこなっていきたいと考

えております。

続きまして、社会事業部の活動では境界問

題相談センタ－ふくいにおける調停手続きの

運用があります。一部実例として昨年度から
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つの部会を設け、境界鑑定委員会と公図研究

委員会の前年度までの継続事業を引き継ぐ部

会を第一部会及び第二部会とし、新たに事業

経営や法人化を研究テーマとした部会を創設

して第三部会としました。各部会はそれぞれ

特定の項目に関する調査・研究を行いますが、

研究員全員が集まる研究所会議を開催するこ

とにより各部会の情報を共有することができ、

研究内容の重複などの不具合を解消し合理的

な運営を目指して行きたいと考えています。

　土地家屋調査士は「土地の筆界を明らかに

する業務の専門家」としての使命があり、筆

界を求める作業は重大であり、筆界を認定し

た責任は調査士本人に課されています。

研究所は筆界を探索するための判断材料を会

員の皆さまに提供することにより、判断基準

の高度化を図り、更なる研鑽を積むことによ

り筆界の真の専門家として社会に認知される

ことを目差したいと考えます。さらに、事務

所経営や法人化の研究により土地家屋調査士

の未来を明るくしたいとも思っております。

　幸いにして研究員として集まっていただい

たメンバーは経験豊富な方々が多く、心強い

浦井勉志副研究所長と連携を図りながら事業

を進めていく所存です。

　皆さま、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　この度、研究所所長を拝命いたしました福

井支部の片岡弘章と申します。

昨期は研究所を立ち上げる特別委員会の理事

として担当させていただき、境界鑑定委員会

と公図研究委員会の皆さまのご協力を得て研

究所設立に至ることができました。

研究所は、これまで会長直属の研究機関とし

て存在していた境界鑑定委員会と公図研究委

員会を統合し、会長からの事業経営や法人化

に関する付託事項を加え、新たな研究機関と

して創設されました。

これまで　境界鑑定委員会は土地家屋調査士

としての専門性を発揮して土地境界の明確化

に寄与することを目的とし、境界鑑定や筆界

に関する法令等の調査研究を行ってきました。

また、公図研究委員会は土地家屋調査士が筆

界の専門家としての地位確立に向け、歴史的

資料や慣習等を研究することを目的として、

県内における筆界創設に関する歴史的資料の

収集や地域の慣習などの調査研究を行ってい

ました。

　これら二つの研究機関は、設立した経緯や

目的が異なるためそれぞれが独立して活動を

行って来ましたが、これまで特段の交流や情

報交換をする機会が少なかったためか、特に

筆界に関連する研究について重複する部分が

多いと感じていました。

　今回設立した研究所は研究テーマにより三

研究所長　片　岡　弘　章

　ごあいさつ
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　私は、子どもたちに将来にわたって自然環境を大切にする心を育む場と機
会を提供する体験活動事業を主に行う「里豊夢わかさ」というＮＰＯ法人に
所属していまして、10年ほど前に本紙でその活動を紹介させて頂いたことが
あります。

今回は私のネタ切れのため、このＮＰＯ理事長・前田勉氏の情報発信ブログの中で、以前、私も似
たような体験をしたことを思い出し7月5日～ 8日記事を本人了解のもと紹介させて頂きます。

昨日、夕方から裏庭の整備作業を行っていると近くに電線にとまった雀がひとしきり鳴いている。
薄暗くなる７時半に仕事を終えたその時間までである。
気になったがそのまま家に入った。

朝、裏庭に面した物置部屋に外から雀が何度も出入りしている。
そっと戸越に眺めると雀の雛がうずくまっている。
昨日は、蒸し暑く、朝一番に窓やドアを開けっ放しにしてい
ため、開けっ放しにしたドアから入ってきたと考えられる。
まだ、飛ぶことはできないようだったが、近づくと歩いて物
へ隠れた。

本日も窓とドアを開けっ放しにし、雛が出て行ってくれるこ
とを願った。
昼過ぎ、裏庭に行くと、また親雀が鳴き始めた。
最初警戒して鳴いていると思っていたが、何かが違う。

庭近くの歩道に降りてきて、招くようにしきりと鳴いている。
いったん家に入り、帽子をかぶって玄関先に出ると、待っていたかのように鳴き始めた。
裏庭に行くと、先ほどと同様に歩道に降りてきて、何かを訴えるように鳴いている。
近づくと私を導くように溝の縁まで飛ぶように歩いて行き、その場に止まり、鳴いている。

気になり、溝の中をのぞくと、雀の雛が仰向けに水に浸かった状
態で動かない。
ドア口から外に出て、この溝へ落ちたと考えられる。

溝の中から拾い上げると、目は半開きであるが心臓は動いている。
全く動こうとしないが生きている。
タオルで水気を拭き取り、乾いたハンドタオルでくるみ、この後
の処置を考えた。

どこへ置くかである。
猫にでも見つかったら一発でアウトであるため、ネットで回りを囲っている庭の中はまだ安全であ
る。

親鳥に置いた場所がわかるよう何度も親に見せ、台の上に置い
た。
雛の頭をなでるとピーと鳴いてくれた。
これで親とのコンタクトは取れるはずと確信した。

夕方帰宅し、まず雛の様子を見に行くとそこには雛の姿はなか
ったが、フンをした跡があった。
おそらく庭のどこかに潜んでいるのだろうと想像し、水やりの
準備をしていると雀が‥‥おそらく親雀だと思うがすぐ近くまで飛んできて、しきりと鳴いている。
３ｍ近くまで来て、逃げようとはしない。

雀 の 親 子雀 の 親 子
小浜支部　松田　源次郎
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家内が窓から顔を出すと飛び去って行ったが、窓を閉めるとまた近づいてきた。
おそらくお礼に来たものと勝手に想像し、その親心に感心した。

水やりが終わったころ、親雀が庭から飛びだしていくところを見て、庭のどこかに雛鳥が潜んでい
ると確信した。

親鳥は、わが子を救うために人に近づき、その場所を知らせるなど素晴らしい能力と行動力を持っ
ていることに感心した。
いつか雛鳥が、元気な姿を見せに来てくれたら‥‥と淡い期待も持った。

翌日

朝、裏庭に向かおうとすると雀のお出迎え？
近づくと電線に飛び移って様子を見ている。

昨日のような警戒するような鳴き声で雛に危険を知らせるよ
うなことはしていない。
私の様子をうかがっていることは間違いないが、何か安心し
ているようにも感じる。

裏庭へ2回目の時は、軒下のごちゃごちゃしたところから親鳥が飛び出てきた。
間違いなくその場に雛鳥は潜んでいると考えられる。
また、電線にとまってこちらの様子をうかがっている。
不安を与えるといけないのでその場を去った。

午後からは突如として大荒れ。
強烈な雨風を防げているか気になったが、親鳥が雛のそばにいたら‥‥と思うと動けない。
近づかないことが最良の選択であると判断。

自分のストレス解消のため、一日に何度も裏庭に行っていたが、親鳥にストレスを与えたくない。
暫くは朝と夕の水やり以外は行くことを差し控えることとした。

二日後

昼前、裏庭の目の大きい獣害対策金網ネットから一羽の雀が歩道まで出てきた。
まだ、うまく飛べないのか両足でピョンピョンと飛ぶように歩いている。
1分もたたないうちに裏庭に戻って行った。

親鳥も電線からその様子を眺めている。

実はこの後、この雀の親子を見ていない。
雀の鳴き声も全く聞くことがなく、急に静けさを感じた。
どうやら巣立っていったようである。

今でも不思議で理解できないことがある。
飛べない雛鳥がなぜ我が家の物置場にいたかである。
物置場に巣を作っているのであれば、他の雛鳥もいたはずである。
たった一羽だけ、孵ったとは考えられない。
いったいどこに巣を作り、そこからどのようにして我が家の物置場に‥‥謎である。

無事巣立って行ってくれたようであるので、これで雀を追う
ことも終わり。
　
以上で完結ですが、本人によると、その後もこの親子は家に
寄り付いているそうです。
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けることが出来ました。

しかし問題は他にもありました。建物はＡ

土地及びＢ土地上に跨って建てられている事

が判明し、しかも建築確認済証や建築検査済

証の建築場所はＡ土地になっておりました。

更に依頼者からは銀行の融資の関係上

表題登記申請を急いでいるので、建物の所

在をＡ土地とし早く表題登記をして欲しいと

のことでした。最終的にこの事件については

依頼をお断りさせて頂くことになってしまい

ましたが、

建物の表題登記と一口に言っても色んなパ

ターンが存在するなあと思い知らされました。

更に、土に深く埋もれた境界標を見つけ出

した松木先生の技術と熱意には本当に感心い

たしました。

最後になりますが私自身、今後も実務での

勉強や経験を通して一人前の調査士を目指し

て頑張っていきたいと考えております。

諸先輩の皆様方、今後ともご指導・ご鞭撻

のほどよろしくお願いいたします。

令和５年２月10日付で福井支部に入会させ

ていただき早、半年が過ぎました。

現在は週２回程度 松木先生の事務所にて

研修を兼ねた実務を経験させていただいてお

ります。

私の場合 全くの異業種からの転職という

こともあり、特に測量の経験や知識がない為、

現在においても戸惑うことばかりの毎日です。

ただ、松木先生が辛抱強く丁寧に指導して頂

けるので研修当初よりだいぶ理解は進んでい

るように感じております。

私が調査士の実務を行う中で印象に残った

事件を一つ紹介させていただきます。

建物の表題登記を依頼され、依頼者が所有

しているＡ土地、依頼者が賃借しているＢ土

地が存在し、依頼者が言うには新築の建物は

Ａ土地上にのみ建っているとの事でした。農

村地域のため土地面積も広大で、更に互いに

隣接しているＡ土地とＢ土地の境界標も目視

で確認する事が出来ず、建物図面の作成が困

難に思えました。そこで松木先生に応援を依

頼し土の中に埋まっている境界標を無事見つ

新入会員の声

福井支部　宮　田　和　彦

入会のご挨拶
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タイトになることが多いので、いつも「表題

登記はいつあがるのか」とハラハラと同時に

イライラする気持ちになることが多かったの

です。自らその調査士の立場になってみると

表題登記の難しさに直面し、調査士のプレッ

シャーも実感しています。スケジュールがタ

イトなため、何度か調査士の先生に登記をせ

かしていたことをこの場をお借りまして、お

詫び申し上げます。申し訳ございませんでし

た。

　登録からまだ５カ月ですが、土地家屋調査

士としてこれからも不動産表示及び土地の筆

界の専門家として不動産に関する権利の明確

化に寄与し、もって国民生活の安定と向上に

資することを使命として精進していこうと思

います。よろしくお願いいたします。

武生支部　齊　藤　裕　史

入会のご挨拶

　今年３月10日より登録しました武生支部の

齊藤裕史と申します。

　登録よりはや５カ月が経過しました。まだ

まだ慣れない日々の業務に追われあっという

間の５カ月でした。

　業務内容は、司法書士を兼業していること

もあり、建物の表題登記と滅失登記、土地の

地目変更を中心にしております。測量業務に

関しては、現在は知識、経験とも全く不足し

てますのでやっていませんが、研修による勉

強や先生方のアドバイスを頂いて将来は是非

やっていきたいと思っております。

　図面の作成や調査報告書の作成がなかなか

難しく、また時間もかかって毎日労働時間が

深夜になることも多くなっております。１件

１件確実にこなして、慣れと経験を積むしか

ないと思い、ひたすら精進する日々でござい

ます。

　新築建物は表題登記の後に住宅ローンの抵

当権設定があることが多いので、司法書士と

調査士の共同作業となりますが、自分が調査

士登録するまで、建物表題登記がこんなにも

大変だとは思っておりませんでした。表題登

記から抵当権設定までスケジュールが非常に
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ですが、実務ではその知識だけ持っていても

どうにもならないことの方が多いです。

隣接の方との立会や申請人の方、役所関係の

方との打ち合わせなど�経験して学んでいく

しかないことだらけです。これから長い時

間をかけて多くのことを学んでいけるよう、

日々の業務を頑張ります。

そして３つ目は、調査士業務が楽しいという

点です。もちろん、登録前から楽しい業務だ

と期待していましたが、想像以上でした。土

地家屋調査士という資格を持って実際に業務

をしてみると、今まで考えたことのない壁に

ぶつかります。土地の筆界はどこなのか、建

物でも壁厚や床面積算入など、考えるべき論

点は多く存在しています。それらの壁を乗り

越えていくのがとても楽しいと感じています。

これからも多くの困難が待ち受けていますが、

乗り越えていきます。

最後になりますが、まだまだこれからの調査

士人生、充実したものになるように日々の業

務を通じて精進してまいります。諸先輩方、

ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたしま

す。

福井支部　角　上　拳一郎

すべてが初めての３か月

令和５年５月２２日に福井支部に入会させて

いただき、３か月が経とうとしております。

　試験合格からあっという間に登録、独立開

業と目まぐるしく日々が経過いたしました。

　当初予定していた理想の調査士像と現在の

姿を重ね合わせると、少しは前進しています

が、まだまだ分からないことだらけ、経験し

たことのないことだらけです。

ですが、温かい諸先輩方の助言やバックアッ

プがあって、何とかやっていけております。

諸先輩方、ありがとうございます。

開業してからの３か月で感じたギャップはい

くつもありました。

１つ目は、土地家屋調査士という仕事は、同

じ調査士同士すごく仲が良いという点です。

他士業をみてみてもこれほど会員同士が近い

士業はないのではないかと思います。調査士

の業務の特性上、ネットで調べても情報が出

てくることはかなり少ないです。ですので、

同じ調査士の先生方に聞くしか方法はありま

せん。これからも色々教えてください。

２つ目は、試験でこんなこと勉強していない

よ�の連続だという点です。試験ではもちろ

ん調査士として大切な知識を勉強しました。
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登録番号　第　　　 号

(　　  年　月　日登録)

事務所 

電　話 ＦＡＸ

e-mail

自　宅 

電　話 携 帯

登録番号　第　　　 号

(　　  年　月　日登録)

事務所 

電　話 ＦＡＸ

e-mail

自　宅 

電　話 携 帯

二対会 (福井会土地家屋調査士ゴルフ愛好会 )では、私たちと共にゴルフで汗をながし楽しんで

いただける仲間を広く募集しています。春と秋にコンペを開催しており、現在 LINE 会員23名、PC

メール会員５名程で、調査士会員のみならず、その関係の方の参加も OK です。ご興味のある方 /

日頃の運動不足気になっている方々のご参加をお待ちしております。

問い合わせ先：佐竹（二対会会長）　　 090-3299-5208

　　　　　　　井上（二対会迷夜会長）090-3887-5953

　　　　　　　酒井（二対会幹事長）　 090-2833-5531　まで

　　　　PS：もちろんプレイ後の反省会もあります。!(^^)!

総務部だより総務部だより
 ◎新規登録

所属支部　福井支部

所属支部　武生支部

みや

さい

た

とう

かず

ひろ

ひこ

ふみ

宮 田 和 彦

齊 藤 裕 史

457

458

令和５ ２ 10

令和５ ３ 10

910-0804

916-0026

福井市高木中央 2丁目 3701 番地 96

江市本町 1丁目 3番 26 号（キミズ本町ビル 1階）

（0776） 43 － 6731

（0778） 52 － 6278

（0776） 43 － 6732

（0778） 52 － 6378

kazuhiko.miyata@awara-onsen.com

shihou.sh@nx.ttn.ne. jp

090 － 6274 － 0979

090 － 2032 － 8152（司・行・測補）

【二対会ゴルフコンペ参加者募集のお知らせ】

（2023/5/27越前カントリークラブにて）
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所属支部　福井支部

所属支部　福井支部

すず

かど

き

うえ

ゆう

けん いち

た

ろう

鈴 木 優 太

角　上　拳一郞

460

459

令和５ ９ 1

令和５ ５ 22

912-0053

918-8175

大野市春日 1丁目 5番 6号

福井市江尻ケ丘町 176 番地

（0779） 68 － 0351

080 － 4015 － 2959

suzuki_tkt@outlook. jp

k.kadoue@outlook. jp

080 － 4015 － 2959（測補）

 ◎登録情報の変更

（事務所住所変更）　　　　所属支部　福井支部

（事務所住所変更）　　　　所属支部　武生支部

（事務所住所・電話、ＦＡＸ番号変更）　所属支部　福井支部

（事務所住所変更）　　　　所属支部　敦賀支部

まつ

たか

かさ

すぎ

うら

の

かわ

たに

やす

とも

ひろ

ひで

たか

ひさ

ゆき

あき

松 浦 康 圭

髙 野 智 仙

笠 川 寛 幸

杉 谷 英 昭

383

388

328

399

平成15 １ 10

平成15 9 1

平成４ ２ 10

平成16 ９ １

918-8003

916-0022

918-0017

914-0802

福井市毛矢 2丁目 7番 1号

江市水落町3丁目4番8号　メゾンヴェルドミール201

福井市文京 6丁目 38 番 1 号

敦賀市呉竹町 2丁目 13 番 21 号

（0776） 28 － 1270 0776 － 28 － 2701

ADR認定 第121004号

ADR認定 第221025号

ADR認定 第121005号

（測）

（1建・測補）

(司・行）
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 ◎退会者

矢尾　　力（福井支部）　令和４年８月28日　死亡

勝山　健三（福井支部）　令和４年10月31日　廃業

田中　弘幸（武生支部）  令和４年12月31日　廃業

高橋　利幸（福井支部）　令和４年12月31日　廃業

南部　義信（福井支部）　令和５年７月10日　廃業

山本　達雄（福井支部）　令和５年８月16日　死亡

井上　宗一（福井支部）　令和５年９月４日　廃業

 ◎補助者の使用届

届出年月日
氏　名

届出者氏名
（生年月日）

令和４年９月１日
酒師奈津美

東　　友哉
昭和55年８月８日

令和４年11月４日
丸山　照子

丸山　誠二
昭和32年５月30日

令和５年１月５日
中村　純子

中村　信雄
昭和53年１月17日

令和５年５月22日
増田　麻依

松村　征永
昭和62年11月26日

令和５年６月21日
島﨑ツカネ

川上　　司
平成10年７月26日

令和５年７月12日
牧野　順子

土田　康博
昭和46年10月１日

令和５年７月18日
東　　弘美

松浦　康圭
昭和36年１月２日

編集後記

広報委員の細川です。

皆様には日頃より広報活

動へのご支援、心より御礼

申し上げます。

今回の「おたより」への

ご寄稿、ご協力いただきまして本当にありが

とうございました。

広報部も新体制となり、これまでの活動内

容を踏襲しつつ、さらに充実したものにして

いきたいと考え企画しております、これから

もご協力のほどよろしくお願いします。

今年の夏もホントに暑かった�近年は、な

だらかな４季のうつろいが感じられないよう

に感じています、ある記事の中で、このまま

いくと２季になるのでは、と、

夏が長くなって、秋と春の期間が縮まって、

冬は冬でちゃんと寒いみたいなカンジだそう

です。

外仕事の多い調査士業務にとって、夏冬が

長いのは厳しいですね。

私事ですが、この夏はバイクで、長野のビ

－ナスラインを走ってきました。

一日目は、福井から白樺湖付近で一泊し、

二日目は終点の道の駅美ヶ原高原（日本一高

い所にある道の駅で標高約2000m）へ、そこ

から折り返し、途中でルートを変えて、松本

市内へ、松本城をチラ見して帰路というコー

スです。

バイクで一度は走ってみたいツーリングコ

－スというということもあり、かなり楽しく

走れました。

こちらも春と秋が短くなるのは寂しいです

ね。

しかし、まぁ自然には逆らえないもので、

仕事も趣味も、上手にそして柔軟に対応して

いきましょう。

（広報委員　細川直樹）

（事務所住所変更）　　　　所属支部　福井支部

よし だ のり ゆき

吉 田 典 由

351
平成９ ４ 21

910-0013 福井市幾代2丁目1410番地 ソルティハウスＫ101号室

ADR認定 第521010号

(行・測・2建・1土・宅建)


















